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【
知
事
選
挙
特
輯
】

投
票
総
数
五
千
票

　
　
　
　
違
反
は
い
つ
も
男
性
に
、
正
し
い
政
治
理
念
を

　
　
　
　
　
　
　
　
開
票
は
1
2
月
7
日
午
後
8
時
半

革
新
．
保
守
の
一
騎
打
ち
と
み
ら
れ
る
知
事
選
挙
は
最
後
の
追
い
込
み
に
は
い
つ
て
い
る
。

既
に
二
回
に
亘
る
選
挙
対
策
会
議
を
開
い
て
票
固
め
す
る
候
補
、
表
面
に
は
出
て
い
な
い
が

地
方
の
有
力
者
と
結
ん
で
ゴ
ツ
ソ
リ
票
を
個
も
う
と
す
る
戦
術
本
位
の
候
補
．
或
は
泡
沫
票

に
あ
ぐ
ら
を
か
く
候
補
な
ど
、
し
か
し
選
挙
民
は
ど
ら
ら
か
と
い
え
ば
笛
吹
け
ど
踊
ら
ず
と

い
う
低
調
な
選
挙
の
よ
う
だ
o

町
選
管
で
は
既
に
補
充
選
挙
人
名
薄
の
調
整
．
町
内
十
一
の
投
票
箱
の
整
備
も
終
り
投
票
日

を
ま
つ
ば
か
り
で
あ
る
。
有
効
投
票
五
千
百
票
、
開
票
は
即
日
午
後
八
時
半
か
ら
町
役
場
で

行
わ
れ
る
が
、
十
時
頃
に
は
確
定
す
る
見
込
で
あ
る
。
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規

大
見
選
挙
管
理
委
員
長
は

　
若
い
方
々
が
出
稼
し
て
お
年

　
寄
り
だ
け
に
な
る
と
ど
う
し

　
て
も
関
心
が
う
す
れ
棄
権
が
．

多
く
な
り
が
ち
だ
が
　
す
し
・

票
を
ム
ダ
に
す
る
こ
と
の
な
一

い
よ
う
お
年
寄
り
や
、
留
守

居
の
方
々
に
と
く
に
お
願
い

し
た
い
。

先
日
選
挙
の
話
し
合
い
の
際

女
の
方
か
ら
「
い
つ
も
婦
人

は
選
挙
に
無
関
心
だ
と
い
わ

れ
る
が
、
し
か
し
選
挙
違
反

を
や
る
の
は
い
つ
も
男
ば
か

り
だ
。
も
つ
と
男
の
方
々
か

ら
正
し
い
選
挙
を
や
る
よ
う

に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う

発
言
が
あ
つ
た
o
私
も
も
つ

と
も
な
ご
意
見
だ
と
思
い
ま

す
。何
ん
と
い
つ
て
も
政
治
に
対

す
る
皆
さ
ん
の
正
し
い
理
解

が
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
〇

一
層
の
ご
協
力
を
切
望
し
て

く
．
ξ
＝
．
（
f
三
（
．
f
一
一
一
（
ぎ
三
‘
．
一
三
一
一
⊂
～
…
⊂
～
一
モ
r
つ
三
一
」
覧
、
、
三
＝
‘
．
一
三
一
一
ノ
魁
．
三
＝
こ
一
｛

来
る
十
二
【
七
日
に
知
事
選
と
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
投
票

．
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
知
嘉
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
四

年
間
の
新
潟
県
政
の
最
高
責
任
、

者
を
決
め
．
る
極
め
て
軍
要
な
選

挙
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
切
な
選
華
で

す
か
ら
、
こ
の
選
挙
に
当
つ
て
．

先
ず
第
一
に
望
ま
れ
る
こ
と
は

選
挙
が
「
き
れ
い
」
に
行
わ
れ

る
こ
と
で
す
、
ぎ
れ
い
な
選
挙
…

と
は
選
挙
運
動
等
が
選
益
法
に

決
め
ら
れ
た
規
則
ど
お
り
に
正

々
堂
々
と
行
わ
れ
る
と
い
う
こ

と
と
、
投
票
す
る
選
挙
人
が
投

票
す
る
に
当
つ
て
、
仙
の
人
か

ら
指
図
さ
れ
る
こ
い
う
こ
と
な

し
に
自
分
の
意
志
に
従
つ
て
自

由
に
候
補
看
を
選
ぶ
と
い
う
こ

　
第
二
に
は
、
選
挙
人
の
す
べ
㎜
す
る
こ
と
に
つ
い
て
特
に
上
越

て
が
投
票
し
義
し
い
こ
と
亙
の
皆
様
に
翻
い
し
た
い
こ
と

す
。
知
事
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
・
は
、
投
岡
、
ボ
日
の
十
二
月
七
日
は

は
、

県
尻
の
権
判
で
あ
る
こ
と
…
平
日
（
木
曜
ー
）

知
事
選
挙
に
当
り

　
　
　
松
之
山
の
皆
様
へ

　
　
新
潟
県
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
上
越
地
方
書
記
長
大
竹

い
は
勿
論
で
す
が
、
そ
れ
と
と
も
、

一、
に
選
ぶ
こ
と
に
参
加
す
る
ー
つ

　
ま
り
投
面
．
爪
す
る
ー
義
務
も
あ
る

一
こ
と
に
な
り
ま
す
。
棄
権
は
こ

の
大
切
な
極
め
て
意
義
の
あ
る

傷
鍔
行
警
目
す
て
る
こ

で
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
孝
　
吉

有
権
者
の
人
達
が
投
翼
万
す
る
こ

と
に
つ
い
て
事
業
主
と
か
、
会

社
、
工
場
、
官
公
庁
等
の
責
任

｝
者
の
方
々
の
深
い
御
理
解
を
得

た
も
の
で
す
。
貝
体
的
に
は
、

皿
投
票
当
日
、

有権者と投票率
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い
ま
す
。
開
衙
．
バ
所
に
も
大
勢
．

　
の
訣
γ
観
を
お
待
ち
し
て
い
ま

　
す
。

山
岸
主
任
は

　
出
稼
者
の
不
在
投
票
は
約
置
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㌧

つ
も
よ
り
出
足
が
悪
い
よ
う

で
す
。
開
票
は
約
一
時
間
で
．

終
る
て
し
よ
う
、
降
雪
の
な

い
こ
と
を
祈
つ
て
い
ま
す
。

　
十
一
月
二
〇
日
午
後
か
ら
選

挙
事
務
従
事
者
だ
け
の
座
談
翁

［
を
開
い
て
い
ろ
い
ろ
語
つ
て
も

ら
つ
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

も
広
く
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
た
い
と
望
ん
で
い
ま
す
．

…
⊂
5
…
一
C
．
二
三
こ
5
き
（
5
一

遅
刻
、
早
退
を
認
め
る
と
か
、

一
或
は
勤
務
時
間
中
の
投
票
を
認
…

め
る
と
か
と
い
う
温
い
御
理
解

を
お
願
い
し
た
い
も
の
と
思
い

．
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
は
、
こ
の
度
の
選
挙
の

　
　
　
　
　
　
　
時
期
が
た
ま
た
ま
出
稼
ぎ
の
季

　
　
　
　
　
　
　
節
に
当
つ
て
お
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
、
出
警
等
の
た
め
投
晋
の
当

　
　
　
　
　
　
㎜
H
投
票
所
へ
行
つ
て
投
票
す
る

投
票
葱
た
め
の
τ
あ
で
窪
い
人
達
の
た
め

　
　
選
挙
違
反
は
な
い
か

　
【
田
辺
】
　
全
国
の
公
明
選

挙
強
調
期
間
は
「
選
挙
法
の
遵

守
、
と
く
に
き
よ
う
応
、
買
収

の
追
放
」
を
目
標
と
し
て
い
る

の
で
す
。

《
．
．
三
；
⊂
．
．
｝
．
二
、
．
⊂
ξ
、
、
「
」
「
㌔

に
「
不
在
者
投
票
」
と
い
つ
て

こ
れ
か
ら
出
掛
け
ら
れ
る
人
達

は
謁
掛
け
る
前
に
、
又
す
で
に

出
稼
ぎ
に
出
て
お
ら
れ
る
人
達

に
は
そ
の
出
か
せ
ぎ
地
で
、
そ

れ
ぞ
れ
投
票
で
き
る
こ
と
に
な

つ
て
お
り
ま
す
か
ら
．
こ
の
制

度
を
十
分
活
用
さ
れ
て
一
人
残

ら
ず
投
票
さ
れ
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。

　
終
り
に
、
こ
の
度
の
選
挙
は

み
ん
な
で
「
き
れ
い
」
で
「
清

々
し
い
」
選
挙
を
行
い
、
こ
れ

冒
か
ら
四
年
問
わ
が
新
潟
県
の

〃
県
政
の
に
な
い
牛
”
と
し
て

の
知
事
を
選
び
、
豊
か
で
明
る

い
新
潟
県
を
築
く
た
め
に
有
権

者
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

計合

進
員

　
．
蔽
の
庸
で
最
近
公
明
選
挙
運

動
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
な
が
ら

反
面
、
違
、
反
者
が
だ
ん
だ
ん
多

く
出
る
頬
向
は
ど
・
）
い
う
こ
と

か
、
と
い
う
凝
問
も
出
さ
れ
で
、

「
ま
し
た
。

　
【
A
】
　
出
稼
者
が
だ
い
ぶ

出
ら
れ
ま
し
た
が
不
在
者
投
票

の
方
は
ど
う
で
す
か
。

　
【
山
岸
】
　
十
一
月
二
十
H

現
在
で
投
票
者
百
七
十
六
人
で

す
が
、
出
稼
者
か
ら
の
投
票
は

ま
だ
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　
【
A
】
　
ポ
ス
タ
ー
そ
の
他

事
前
蓮
動
に
つ
い
て
の
違
反
は

一
ど
う
で
す
か
。

＝
婁
】
建
外
の
責

［
タ
ー
や
外
に
薯
書
な
ど
に
よ
る

一
も
の
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ

は
明
ら
か
な
廓
墨
反
で
す
ね
Q

　
　
代
理
投
票
は
正
し
く

　
【
A
〕
　
困
る
の
は
代
理
者

投
票
で
す
ね
、
ひ
ど
い
の
に
な

る
と
オ
パ
ー
さ
ん
を
玄
関
に
ま

た
L
て
い
て
．
そ
の
票
を
自
分

ど
く
れ
と
い
う
方
が
あ
る
。

　
【
山
岸
〕
　
七
†
鉦
寄
り
に

㏄
字
を
書
い
て
下
さ
い
と
い
う
方

一
が
無
理
が
も
知
れ
な
い
が
、
や

は
り
、
扉
挙
は
厳
格
に
や
る
べ

一
き
と
黒
5
．
毎
日
の
顔
な
じ
み

き
・
　
、
　
　
　
　
；
　
　
　
，
o

r
し
し
に
く
い
カ
：
・
：

　
『
由
岸
）
　
慕
務
彿
．
覇
者
が

肯
合
ぺ
に
た
つ
て
書
く
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

蓉
B
】
　
誰
ル
ヘ
投
票
す
る
か
全
，

「
々
わ
か
ら
な
い
年
寄
り
は
ど
う

．
し
ま
す
か
、
他
の
人
が
氏
名
掲

示
を
指
し
て
、
こ
の
人
で
す
か

と
指
名
し
た
り
す
る
の
は
違
反

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
【
0
】
　
そ
う
い
う
場
合
は

自
活
木
と
す
ベ
エ
ざ
で
は
な
い
か
転
感

　
【
山
岸
】
　
紙
片
に
惑
い
て

…
持
つ
て
く
る
の
は
遼
反
に
な
り

㎜
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
れ
も
い
い
で

一
ー
一
　
I
I
、
l
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
i
I
　
　
　
　
　
l
l

写
真
は
投
票
日
を
待
つ
町

撰
管
本
部
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す
ね
。

一
【
B
】
　
曾
根
で
九
十
三
才
の

オ
バ
ア
さ
ん
が
、
今
回
は
記
念

に
ど
う
し
て
本
投
票
し
た
い
と

一
張
り
切
つ
て
い
る
話
し
を
聞
い

｝た。　
　
戦
前
の
選
挙

一
　
【
D
】
　
背
と
今
の
選
挙
で

皿
は
ど
う
で
す
か
。

一　
【
E
】
　
背
は
部
落
で
も
財

産
の
あ
る
人
だ
け
で
す
か
ら
何

人
も
行
か
な
の
つ
た
し
、
投
票

所
が
一
ケ
所
で
し
た
。
与
党
の

候
補
は
何
を
や
つ
て
も
構
わ
な

い
と
い
う
、
公
然
と
現
金
を
く

れ
た
り
、
今
か
ら
見
た
ら
い
い

加
減
な
も
ん
じ
や
な
い
か
な
。

｝
戦
後
は
二
十
二
年
四
月
五
日
、

一
全
県
一
区
に
よ
る
衆
議
院
選
挙

が
皮
切
り
で
、
そ
れ
か
ら
五
日

お
き
に
叉
選
挙
と
い
う
、
み
ん

な
が
コ
ポ
ゥ
乍
ら
投
票
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

一
　
立
会
演
説
が
す
く
な
い

　
【
由
探
】
　
県
議
の
場
合
、

市
で
あ
れ
ば
一
名
出
せ
る
と
い

う
の
は
実
際
ム
ジ
ユ
ン
し
て
い

る
と
慰
う
o

マ
翁
嚢
宅
つ
と
攣
し

｝
た
ら
ど
う
か
な
、
制
限
は
六
十

｝［
回
で
す
が
、
畑
夫
繊
隊
に
は
四
十
回

「
人
　
、

右
し
カ
や
吟
、
て
い
な
い
o

　
【
D
】
　
毎
図
投
票
時
闘
き

り
ぎ
り
に
く
る
人
は
な
い
で
す

か
。　
【
A
】
　
松
之
山
で
、
そ
う

い
う
人
が
二
、
三
人
あ
り
ま
し

た
が
最
近
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
【
D
】
　
F
さ
ん
、
大
荒
戸

　前回の知事選挙結果
　　　　　　　　（34．4．23日）

　　　北村一男　鈴木吉治郎　　無効

松之山町　　3．462　1．621　279

新潟県10855079．1439．136

地
区
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
【
F
】
　
そ
う
い
う
人
は
あ

り
ま
せ
ん
ね
。

　
【
D
】
　
浦
田
で
は
ど
う
で

す
か
。

　
【
B
】
　
浦
田
農
協
が
い
つ

も
．
時
聞
ぎ
り
ぎ
り
に
く
る
よ

う
で
す
ね
。
執
務
時
聞
中
で
も

投
票
は
認
め
ら
れ
て
い
る
の
だ

か
ら
早
く
す
ま
せ
て
ほ
し
い
で

　
　
　
　
　
〔
二
百
ヘ
ヘ
拙
酬
く
〕

一33一
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三
万
四
千
俵
昭
和
三
十
六
年

産
　
　
　
　
米

反
面
予
約
補
正
も
四
百
九
十
俵

　
昭
和
三
十
六
年
睦
米
は
十
一
一

月
十
日
現
在
で
三
万
四
千
百
三
一

十
二
俵
が
出
荷
さ
れ
、
咋
年
辺

同
期
に
比
べ
て
二
千
四
白
俵
多
｝

い
。　
各
農
協
別
は
松
之
山
二
一
、

七
七
三
俵
、
松
里
四
、
六
〇
九

俵
、
布
川
四
、
〇
五
九
俵
、
浦

田
一
二
、
六
九
一
俵
で
あ
る
。

　
反
面
い
も
ら
．
倒
伏
な
ど
で

予
約
を
補
正
す
る
農
家
一
一
二

戸
四
九
〇
俵
が
出
て
お
り
作
祝

も
個
々
に
は
甚
し
い
不
均
衡
を

示
し
て
い
る
。

　
部
落
別
補
正
数
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
あ
る
。

松
之
山
五
戸
二
三
俵
、
兎
口
五

戸
二
〇
俵
、
光
間
二
戸
三
俵
、
一

水
梨
一
菱
五
集
遭

戸
一
六
俵
、
大
荒
戸
四
戸
二
七

俵
、
下
川
手
＝
月
三
俵
、
上
川

手
四
戸
一
一
俵
、
湯
山
四
戸
八

俵
、
湯
本
六
戸
二
九
俵
、
天
水

越
一
九
戸
六
五
俵
、
天
水
島
六
｝

戸
一
八
俵
、
中
坪
三
戸
一
〇
俵

中
尾
一
戸
哺
八
俵
、
坪
野
四
戸

九
俵
、
赤
倉
二
戸
三
俵
翌

上
旧
松
之
山
村
　
　
　
　
　
　
一

瀕
諮
輩
評
認
艇
月
肚
一

池
九
戸
三
七
俵
、
坂
中
五
戸
三

三
俵
、
崩
出
一
戸
四
俵
、
西
之

前
一
戸
三
俵
、
黒
倉
四
戸
二
四

俵
以
上
旧
浦
出
村

中
学
統
合
校
舎

の
問
題

　
十
一
月
四
日
開
催
さ
れ
た
町

劃
育
委
員
会
で
は
統
台
中
学
校

㍉9り一一9
部落探訪
一の》㌧《6一層

皿
の
規
模
な
ど
に
つ
い
で
、
研
究
を

．
重
ね
た
。

　
教
員
で
は
十
月
下
旬
勲
地
予

定
地
の
松
之
山
字
前
田
、
通
山

の
実
測
を
行
つ
た
結
果
総
面
積

五
、
O
O
O
．
坪
の
範
囲
で
統
合

校
舎
の
構
想
を
ま
と
め
た
い
模

■
様
で
あ
る
。

伝
説
と
長
寿
の
ナ
ゾ

を
秘
め
る
里

　
　
　
　
　
　
i
中
　
　
尾

　
出
合
橋
を
渡
り
約
二
＋
分
小

の
ぼ
り
の
カ
ー
ブ
を
五
つ
ほ
ど

す
ぎ
る
と
中
尾
で
あ
る
。

　
世
帯
数
八
六
、
人
口
四
八
五

人
、
松
之
幽
町
七
番
目
の
大
部

落
で
あ
る
．

　
延
暦
の
昔
中
納
言
大
伴
家
持

が
居
住
し
こ
れ
に
ま
つ
わ
る
伝

説
「
松
山
鏡
」
は
日
本
の
二
大

伝
説
の
一
つ
と
し
て
広
く
知
ら

れ
こ
の
部
落
を
象
徴
し
て
い
る

「
そ
う
で
す
ね
、
総
会
は
年
四

～
五
回
位
で
し
よ
う
か
、
今
年

は
昨
夜
三
回
目
の
総
会
で
し
た

が
」
と
部
落
長
高
橋
伝
三
郎
さ

ん
（
四
八
才
）
は
語
り
、
つ
ぎ

に
部
落
の
予
算
、
役
員
構
成
な

ど
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
説
明
を

加
え
て
く
れ
た
。

　
　
昭
和
三
十
六
年
度
予
算

　
　
四
＋
八
万
円

　
部
落
行
政
は
各
班
か
ら
選
出

さ
れ
る
評
議
員
十
名
と
ほ
か
に

土
木
委
負
七
名
（
町
議
な
ど
が

中
心
）
に
よ
つ
て
運
営
さ
れ
る

　
昭
和
三
十
六
年
度
部
落
の
総

予
算
は
一
般
会
計
三
八
万
円
、

特
別
会
計
一
〇
万
円
、
併
せ
て

四
八
万
円
で
あ
る
c

　
こ
の
財
源
の
部
落
費
は
平
均

二
〇
％
、
資
産
三
〇
％
、
所
得

五
〇
％
の
基
準
で
賦
課
さ
れ
年

四
回
に
徴
収
さ
れ
る
。

　
支
出
予
算
書
の
内
容
の
主
な

も
の
は
、
土
木
八
O
（
単
位
千

円
）
消
防
三
〇
，
学
校
後
援
会

五
〇
、
電
話
維
持
一
五
、
各
種

寄
附
負
担
金
三
〇
、
観
光
五
、

青
年
、
婦
人
会
助
成
五
、
公
民

舘
補
修
五
〇
、
諸
手
当
四
〇
と

な
つ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
予
算
や
毎
年
の
決

算
は
立
派
に
印
刷
製
本
さ
れ
て

各
戸
に
配
布
さ
れ
る
な
ど
部
落

行
政
の
明
朗
化
に
行
き
届
い
た

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
o

　
　
切
実
な
願
い
町
道
の

　
　
二
百
三
十
米
改
修

　
高
橋
さ
ん
は
更
に
つ
づ
け
て

「
特
別
会
計
の
十
万
円
は
、
全

部
町
道
改
修
費

に
充
て
る
つ
も

り
で
い
ま
し
た

が
、
町
当
局
の

f
解
が
で
き
ず

駄
目
で
し
た
。

ま
あ
来
年
は
ど

う
し
て
も
あ
と

二
三
〇
米
だ
け

改
修
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
つ

て
い
ま
す
。
昨

夜
も
総
会
で
全

員
一
致
、

わ
け
で
す
」

　
人

ヰ
不
足
、
値
段
が
安
か
つ

　
た
り
で
今
で
は
自
家
用
が
せ

　
い
ぜ
い
で
す
…
…
」

　
昭
和
三
十
年
か
ら
町
の
人
口

は
激
し
い
流
出
型
に
移
つ
て
い

る
。
中
尾
部
落
で
蚤
昭
和
二
十

五
年
に
二
〇
才
～
二
九
才
層
の

者
が
七
一
人
で
あ
つ
た
が
昭
和

三
十
五
年
に
は
四
六
人
に
減
つ

て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
き
め
た
．

　
「
何
ん
と
い
つ
て
も
道
で
す
ね

歴
代
部
落
長
の
悲
願
で
す
よ
」

　
一
般
会
計
の
八
万
と
併
せ
て

考
え
れ
ば
、
道
路
改
修
に
い
か

に
重
点
を
お
い
て
い
る
か
が
伺

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
米
作
は
上
々
、
大
豆

　
　
の
産
地
も
今
は
昔
に

　
室
戸
台
風
で
わ
ず
か
に
屋
．
根

を
ム
シ
ら
れ
た
も
の
が
八
戸
、

作
柄
は
ま
ず
上
々
，
十
一
月
十

日
現
在
で
一
、
一
三
八
俵
を
出

，
荷
、
予
約
に
対
し
て
五
〇
俵
も

超
過
し
た
。
一
九
六
〇
年
セ
ン

サ
ス
に
よ
る
と
農
家
一
戸
当
り

平
均
農
産
物
販
売
額
七
万
六
千

円
（
町
平
均
九
万
八
千
円
）
で

多
い
と
は
い
え
な
い
。

　
「
ひ
と
頃
大
豆
を
二
〇
俵
も

　
と
つ
た
家
も
あ
り
ま
し
た
が

　
　
ナ
メ
コ

　
　
加
工
に

　
山
の
秋
、
味
覚
の
ホ
ー
ブ
、

ナ
メ
コ
は
い
ま
真
つ
盛
り
本
場

松
里
農
協
で
は
罐
詰
加
工
に
忙

殺
さ
れ
て
い
る
。

松
里
農
協
高
橋
販
売
主
任
は

　
現
在
松
里
農
協
管
下
の
生
産

　
者
は
五
〇
名
ほ
ど
で
去
年
の

忙
し
い
松
里
農
協

　
「
こ
の
ト
一
月
に
な
つ
て
か

　
ら
柳
太
一
さ
ん
の
世
帯
は
パ

　
タ
バ
タ
と
財
産
を
整
理
し
て

　
静
岡
へ
転
出
し
て
ゆ
き
ま
し

　
た
。
な
ん
で
も
百
姓
だ
と
い

　
う
話
で
す
が
…
…
」

田
が
一
反
歩
十
万
円
程
で
売
買

さ
れ
た
と
い
う
。
せ
め
て
雪
の

降
ら
な
い
土
地
へ
、
し
か
し
そ

こ
で
も
農
葉
の
前
途
は
決
し
て

轟
雛

　
　
　
　
　
　
・
夢

明
る
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
日
本
一
の
長
寿
郷

　
七
〇
才
以
上
の
者
が
四
〇
人

も
い
て
長
、
寿
率
が
八
・
二
と
い

う
高
い
と
こ
ろ
は
日
本
中
で
も

珍
ら
し
い
（
町
平
均
五
・
三
）

　
「
別
に
こ
れ
と
い
つ
た
特
異

　
な
原
因
も
わ
か
り
ま
せ
ん
、

　
こ
う
い
う
不
便
な
と
こ
ろ
で

　
す
か
ら
人
一
倍
難
儀
は
し
て

　
い
る
わ
け
で
す
が
ね
、
し
か

　
し
年
寄
り
は
み
ん
な
達
者
で

　
病
ん
で
い
る
者
は
一
人
も
い

　
ま
せ
ん
：
…
己

最
高
令
者
は
彦
え
ん
の
高
橋
タ

ツ
さ
ん
（
九
二
才
）
こ
の
人
は

ヤ
今
で
も
達
者
で
馬
飼
い
も
す
る

と
い
う
。

　
相
沢
保
健
婦
は
「
中
尾
は
疾

病
率
も
低
い
し
、
乳
児
の
発
育

も
比
較
的
良
好
で
す
。
家
庭
訪

問
を
し
て
み
て
も
、
裕
福
な
感

米
作
り
グ
ル
ー
プ
共
進
会

　
　
　
　
畑
作
う
で
く
ら
べ
も

昭
和
三
十
六
年
度
水
桶
多
収

穫
グ
ル
ー
プ
共
進
会
表
彰
式
並

び
に
農
産
物
品
評
食
褒
賞
式
は

十
一
月
二
十
三
日
松
之
山
小
学

校
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
出
品

点
数
は
昨
年
よ
り
振
わ
な
か
つ

た
が
、
農
産
物
の
品
位
は
良
く

な
り
几
・
て
三
割
が
入
賞
し
た
。

　
成
．
精
は
次
の
通
り

水
稲
多
取
穫
グ
ル
ー
ブ
共
進
会

　
出
品
点
数
七
グ
ル
ー
プ

一
位
　
東
川
グ
ル
ー
ブ

　
五
七
〇
妊
（
三
・
八
O
石
）

二
位
藤
原
グ
ル
ー
プ

　
五
五
七
妊
（
三
・
七
二
石
）

三
位
　
　
光
問
グ
ル
ー
ブ

　
五
四
九
妊
（
三
・
六
六
石
）

厩
力
水
梨
グ
ル
ー
プ

　
五
四
二
妊
（
三
・
六
一
も

努
力
下
蝦
池
グ
ル
ー
ブ

　
五
三
六
旭
（
コ
丁
五
七
石
）

農
産
物
品
評
宏

　
出
品
点
数
一
五
八
点

薪
δ
点

一
光
間
　
村
山
タ
ッ
さ
ん
他

三
等
一
七
点

｝
三
馴
田
二
舘
勘
治
さ
ん
外

一　高
校
　
樋
ロ
カ
ツ
さ
ん
外

　
　
し
　
　
E
　
　
　

冬
の
内
職
に

　
　
　
　
野
鳥
こ
け
し
講
習

　
冬
李
間
の
内
職
に
、
と
観
光

協
会
、
公
民
舘
が
呼
び
か
け
、
曳

野
鳥
こ
け
し
手
芸
講
習
会
か
、
近

く
学
区
毎
に
開
催
す
る
こ
と
に

た
つ
た
。
受
講
料
は
材
料
費
共

五
〇
円
の
予
定
、
手
芸
の
好
き

な
方
、
手
芸
に
自
信
の
あ
る
方

は
多
数
申
込
ん
で
下
さ
い
。

じ
を
う
け
ま
す
。
衛
生
的
に
も

割
合
行
き
届
い
た
印
象
で
す
。

し
か
し
そ
の
長
寿
の
原
因
は
何

ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
ね
」
と
い

盈
ノ
o

　
そ
の
原
因
は
旧
蹟
鏡
が
池
と

共
に
深
い
ナ
ゾ
と
い
う
よ
り
ほ

か
に
な
い
。

　
　
雑
木
が
切
れ
る

　
近
く
こ
の
部
落
で
も
雑
木
が

五
a
六
千
石
伐
採
さ
れ
る
と
い

う
。
戦
後
斧
鍼
の
入
ら
な
い
山

一
蟹
璽
舘
ガ
鳩
縮
い

取
り
扱
い
額
は
約
五
〇
万
円
、

で
一
戸
五
～
六
万
円
の
収
入

を
あ
げ
た
農
家
も
あ
つ
た
。

今
秋
は
吏
に
六
〇
％
上
廻
、
る

収
入
を
見
込
ん
で
い
る
。

一
と
は
り
き
つ
て
い
る
。

㎜
ナ
メ
コ
の
採
取
（
松
里
に
て
）

間
も
な
く
機
械
に
よ
る
大
が
か

り
な
伐
採
が
こ
の
山
で
も
は
じ

ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
写
真
は
改
修
を
ま
つ
町
道

　
と
高
橋
さ
ん

　
せ
ん
き
よ
豆
知
識

　
投
票
用
紙
を
書
き
損
じ
た
と

き
は
、
そ
の
こ
と
を
お
話
に
な

れ
ば
す
ぐ
取
り
換
え
し
て
く
れ

ま
す
．

　
投
票
用
紙
に
O
、
×
、
x
、

△
な
ど
夕
書
く
と
無
効
票
に
な

り
ま
す
。

　
養
老
院
、
盲
ロ
ウ
学
校
な
ど

恵
ま
れ
な
い
方
々
に
お
正
月
の

モ
チ
米
を
贈
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心

と
な
つ
て
「
も
ち
米
ひ
と
に
ぎ

り
運
動
」
を
す
す
め
る
こ
と
に

な
つ
た
。
こ
の
運
動
は
十
二
月

い
つ
ぱ
い
行
わ
れ
区
長
さ
ん
や

婦
人
会
長
さ
ん
が
各
戸
へ
お
願

　
　
2
頁
か
ら
続
く
〕

す
れ
。

　
　
大
荒
戸
．
黒
倉
が
良
好

　
【
D
】
　
毎
年
投
票
率
の
良

い
所
は
ど
こ
で
す
か
。

　
【
B
】
　
大
荒
戸
も
よ
い
し

黒
倉
は
九
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
と

「
う
器
で
す
ね
・

、
　
【
D
】
　
そ
れ
は
何
故
で
す

か
。
　
【
B
】
　
投
票
区
が
部
落
単

位
で
小
さ
く
．
年
寄
り
で
も
行

け
る
こ
と
と
、
皆
ん
な
の
棄
権

防
止
と
い
う
心
が
け
が
一
ば
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
擾
票
所
の
増
設
は

－
　
【
D
“
　
牲
而
、
ボ
所
の
増
設
は

［
で
き
る
の
で
す
か
？

｝　【
山
岸
】
　
そ
れ
は
町
の
選

屡
孫
委
．
貝
会
歪
、
貌
ば
で

き
享
ね
、

投
粟
所
が
遠
く
て
困
る
と
い
う

｝
所
で
は
、
そ
の
ご
意
見
を
聞
か
．

一
せ
姦
し
い
で
す
・

皿
　
【
D
】
　
立
会
人
が
ず
ら
り

と
並
ぶ
と
投
票
所
に
人
り
ず
ら

｝
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
が
。

も
ち
米
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と
に
ぎ
り
運
動

　
　
　
悪
ま
れ
な
い
人
々
に
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を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
す
る
こ
と
に
な
つ
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い
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
何
分
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こ
協
力
を
と
訴
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
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現
在
養
老
院
な
ど
へ
収
容
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
松
之
山
町
の
関
係
者
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養
老
院
二
、
盲
・
ウ
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
．
そ
の
他
五
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計
十
四
名
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あ
る
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松之山町森林組合へ

　　木材需要の増大に伴ない人手不　　　　　　く

　　足焼やんでいまち来春から　　1
　　松之山町森林組合で働いてみた　　　　　　・

　　いと思われる方はどしどし申し　　　　　～
　　出て下さいo　　　　　　　　　　　　　｝
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　　　　　　　人夫12．500円～15．000円　ζ
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映
画
、
演
芸
に
は
必
ず
入
場
券
を

　
　
　
　
　
　
　
映
画
、
演
芸
等
の
催
物
の
場
所
に

　
　
　
　
　
　
　
入
場
す
る
と
き
は
入
場
券
の
半
片

　
　
　
　
　
　
　
を
必
ず
受
取
つ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
又
主
催
し
よ
う
と
す
る
者
は
税
務

　
　
　
　
　
　
　
署
に
申
出
て
入
場
券
の
交
附
を
う

　
　
　
　
　
　
　
け
る
か
、
前
売
券
の
検
印
を
う
け

　
　
　
　
　
　
　
て
下
さ
い
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は
い
け
な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
一

る
・
馨
べ
く
や
セ
か
く
と
一

い
う
こ
と
で
最
近
婦
人
を
含
め

る
よ
う
に
し
た
の
で
す
が
。

や
会
人
の
席
を
工
夫
す
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
ね

　
　
選
挙
費
用
は
十
二
万
円

　
【
D
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一
回
の
選
挙
費
用

は
ど
の
位
か
か
り
ま
す
。

　
【
山
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ぎ
り
ぎ
り
十
二

万
円
で
．
す
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七
日
の
開
票
は
何

『
時
か
ら
で
す
か
o

考
短
線
籍
毒

一
間
で
終
る
と
思
つ
て
い
ま
す
。
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出
　
席
　
者

公
川
選
蜷
推
燕
委
員

　
　
　
　
田
辺
　
尚
二

選
挙
係
主
任

　
　
　
　
山
岸
　
功
勲

村
山
総
務
課
長
ほ
か
事
務

従
事
者
十
名

物価の変動にも心配無用
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1年契約ですから20革30年契約と違い

物価の変動にも心配無用

，000円で50万（第2種）

，050円で30万（第1種》
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　　　松之山農業共済組合
　　　建物共済推進員一同
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出
稼
先
で
税
金
を
納
め
た
方
は

　
　
確
定
申
告
・

㎜
ビ齢罷準糧籍」

出
稼
先
で
税
金
を
納
め
た
人
は
三
月
十
五
日
迄

に
源
泉
徴
収
票
を
送
つ
て
い
た
だ
き
．
家
族
の

方
か
ら
申
告
し
て
い
た
だ
く
と
大
部
分
の
人
が

徴
収
さ
れ
た
税
金
が
も
ど
つ
て
き
ま
す
。

　
株
の
配
当
が
あ
る
人
も
同
じ
こ
と
で
す
。

蛋
月
十
五
日
は
所
得
税
の
由
止
口
期
限
で
す
が
、

三
目
巾
に
二
回
位
税
務
所
が
町
役
場
に
出
張
し
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